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インターンシップ

Internship
教員名

参考文献

使用設備・備品

教材

教科書

大野　淑子

◎
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資格名

1

30時間

1単位

時間

単位

演習

前期

授業形態

開講時期

特になし

個別に実地指導を行います。

○

◎◎

企業等で就業体験を行うことによって、企業や業界について学び自分の進路を現実的に捉えることができ
る。またインターンシップ（職場体験）を通して、社会人として必要なスキルや能力を認識し、その後の
学生生活で自分のすべきことを把握し実践することができる。さらに、超高齢社会を視野に入れ、美齢の
視点で社会を捉えることができるようになる。

インターンシップ先の企業研究や、マナー、コミュニケーション力の強化など各自自覚を持って準備す
る。インターンシップ期間は実習日誌を毎日書くことで社会や仕事への理解を深める。

教科書・教材

教員作成資料

教員作成資料

ipad・PC他

「インターンシップリテラシー」長谷川文代 西文社 2010

インターンシップの意味や目的、社会常識やコミュニケーションスキルについて事前教育を行い実践に臨
む。一定期間、企業等で仕事を体験することにより、社会人として働くとはどういうことか、また社会人
として必要な心構えや、知識、技術はどのようなものか、について学ぶ。行先により時期が異なるが、夏
のインターンシップは８月～９月、春のインターンシップは２月～３月に５日間～１か月間実施する。終
了後に各専攻及び全体でインターンシップ報告会を行う。

主な学習効果

ホスピタリティ・
コミュニケーション力主体的行動力表現力知識・技能 思考力・判断力

◎

評価方法
事前教育への取り組み姿勢及び課題20％、実習日誌30％、引率教員の評価20％、企業評価30%

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

希望者は事前に選抜面接を行いインターンシップ先を決定します。取り組み姿勢、健康状態によっては希
望に添えない場合もあります。また受け入れ企業の事情により実施の変更や中止の可能性があります。

学生へのフィー
ドバックの方法



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回 インターンシップを理解する
インターンシップの意味や目的を
理解し概要を述べることができ
る。

授業で学んだことを整理し理解する
（復習60分）

第２回 業界理解①（美容業界）
美容業界について理解し説明でき
る。

興味のある企業や業界について調
べ、働き方について考える（復習60
分）

第３回 業界理解②（その他の業界）
様々な業界や企業について理解し
説明できる。

興味のある企業や業界について調
べ、働き方について考える（復習60
分）

第４回 インターンシップ先の決定
インターンシップの受け入れ企業
を決定し志望動機について述べる
ことができる。

インターンシップ先の企業について
徹底的に調べる（復習60分）

第５回 履歴書作成
自己ＰＲ及び志望動機について考
えを述べることができる。

自己ＰＲや志望動機を自分の言葉で
伝えられるよう練習する（復習60
分）

第６回 面接対策
自己ＰＲや志望動機を自分の言葉
で説明できる。

面接練習をふりかえる（復習60分）

第７回 インターンシップ先研究
インターンシップ先についての情
報や熱意を説明できる。

インターンシップに向けての確認作
業や準備を行う（60分）

第８回 マナー教育
インターンシップに必要なマナー
を理解し説明できる。

インターンシップに向けての確認作
業や準備を行う（60分）

第９回 事前準備
インターンシップの意味や目的を
改めて理解し行先に合わせた準備
を行い実践することができる。

事前訪問を行う（60～分）

第１０回 インターンシップ①企業理解
インターンシップ先について理解
を深め概要を理解できる。

業務内容や学んだことを整理し
日誌をまとめる（60分）

第１１回 インターンシップ②業務理解
業務を理解し指示に従って仕事を
行うことができる。

業務内容や学んだことを整理し
日誌をまとめる（60分）

第１２回 インターンシップ③仕事理解
業務を理解し主体的に仕事をこな
すことができる。

業務内容や学んだことを整理し
日誌をまとめる（60分）

第１３回 インターンシップ報告
関係する先生や担当者への報告の
意味を理解し実践することができ
る。

お礼状の送付（60分）

第１４回 インターンシップまとめ
経験したことをレポートやプレゼ
ン資料にまとめ、その後の学習に
活かすことができる。

レポートやプレゼン資料の完成（60
分～）

第１５回 成果報告
インターンシップでの学びについ
て熱意を持って説明することがで
きる。

自分の体験をプレゼンテーションで
きるよう準備する。友達の発表から
共感したものを活用する（60分～）

授業計画


